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5 年間 43 兆円もの軍拡より、すべての子ども、若者が希望の持てる政策を !5 年間 43 兆円もの軍拡より、すべての子ども、若者が希望の持てる政策を !

子ども医療費・学校給食・高等教育

　日本共産党の吉良よし子議員は３日の参院決算委員会で、岸田政

権が発表した少子化対策の「たたき台」は「あまりに部分的だ」と

批判し、「『異次元』と言うなら、全ての子育て世帯、若者や子ども

が希望の持てる政策こそ打ち出すべきだ」として、必要な予算額も

示して実現を迫りました。

「３つの無償化」
 実現を

◀ 国会中継はここから

「子ども医療無償化は必ずしもプ

ラスになるとは考えていない」と

答えた加藤勝信厚生労働相につ

づき、岸田総理も「同じ考えだ」

と答弁。

吉良氏は「医療費の窓口負担が

受診抑制を増やし、子どもの健

康を害する事態になっている」と

指摘。全国の市町村の９５％で中

学卒業まで通院助成を行ってい

ることを示し、「自治体に広がっ

ているのは子どものプラスになる

からだ」と強調しました。

医療費

吉良氏は「憲法２６条は義務教育

は無償とあるが、「いまだに小中

学校の給食費負担をはじめ完全

無償ではない」と指摘。２２年度

までに学校給食費の恒久的な無

償化に踏み切った地方自治体は

全国２５４自治体にのぼっており、

「国の責任で実現すべきだ」と迫

りました。

岸田文雄首相は「たたき台」に「課

題の整理を行う」と書いてあり、

「６月の骨太方針までに議論を深

める」と述べるにとどまりました。

給食費

「たたき台」に最もお金のかか

る高等教育の無償化がないと批

判。「具体的な計画を示すべき

だ」と迫りました。

首相は「卒業後の『授業料後払

い』制度を創設する」などと答

弁。吉良氏は「負担軽減になら

ない。この間の学費は下がるど

ころか、上がっている」と批判

しました。

学費
年間 4，600 億円で実現可能年間 5，000 億円で実現可能 年間 1兆 8,000 億円で 

実現可能
▶学費半額（大学、短大、専門学校）
▶入学金ゼロ ▶給付型奨学金（75 万人分）
▶すべての奨学金無利子

　子どもの教育費負担を何とかしてほしい―。子育て世代の切実な願いです。

ところが岸田文雄政権が３月末にまとめた「子ども・子育て政策」の試案（たたき台）には、

高等教育費の無償化をはじめ、抜本的な軽減策は盛り込まれていません。

　若者世代の声に背を向けたまま、安心の子育て社会を実現することはできません。

子育てにかかる負担をなくす
ことこそ真の少子化対策では
ないでしょうか

「３つの無償化」実現の
ためにがんばります

参議院議員（東京選挙区選出）

山添 拓
や ま ぞ え・ た く
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